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９．応募申請にかかる留意点  

〇 電子申請システム操作マニュアルの指示に従って、記入漏れがないよう、必要事項を記載の上、

申請してください。申請の準備にあたっては、【参考様式１･２】を参照し、入力が必要な項目をご

確認ください。添付書類については、ファイル名確認シートを参照し、決められたファイル名にし

てください。 

 

○ 事業計画書の具体的内容については、審査項目をよく読んで作成してください(電子申請システムに

PDF形式のファイルを添付してください。以下、その１とその２とその３を合わせて、Ａ４サイズで計

１０ページ以内での作成にご協力ください。記載の分量で採択を判断するものではありません)。 

 

・その１：補助事業の具体的取組内容 

① 本事業の目的・手段について、今までの自社での取組みの経緯・内容をはじめ、今回の補

助事業で機械装置等を取得しなければならない必要性を示してください。また、課題を解決

するため、不可欠な工程ごとの開発内容、材料や機械装置等を明確にしながら、具体的な目

標及びその具体的な達成手段を記載してください（必要に応じて図表や写真等を用い具体的

かつ詳細に記載してください）。 

事業期間内に投資する機械装置等の型番、取得時期や技術の導入時期についての詳細なスケ

ジュールの記載が必要となります。 

② 応募申請する事業分野（「試作品開発・生産プロセス改善」又は「サービス開発・新提供

方式導入」）に応じて、事業計画と「中小企業の特定ものづくり基盤技術の高度化に関する

指針」又は「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」との関連性を説明し

てください。 

③ 本事業を行うことによって、どのように他者と差別化し競争力強化が実現するかについて、

その方法や仕組み、実施体制など、具体的に説明してください。 

 

・その２：将来の展望（事業化に向けて想定している市場及び期待される効果） 

① 本事業の成果が寄与すると想定している具体的なユーザー、マーケット及び市場規模等に

ついて、その成果の価格的・性能的な優位性・収益性や現在の市場規模も踏まえて記載して

ください。 

② 本事業の成果の事業化見込みについて、目標となる時期・売上規模・量産化時の製品等の

価格等について簡潔に記載してください。 

③ 必要に応じて図表や写真等を用い、具体的かつ詳細に記載してください。 

 

・その３：会社全体の事業計画 

① 会社全体の事業計画（表）における「付加価値額」や「給与支給総額」等の算出について

は、算出根拠を記載してください。 

② 本事業計画（表）で示された数値は、補助事業終了後も、毎年度の事業化状況等報告等に

おいて伸び率の達成状況の確認を行います。 
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